
案
に
日
本
政
府
が
反
対
し
た
点

に
抗
議
し
、
核
廃
絶
へ
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
。
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
る

見
通
し
。
′

(
久
保
景
吾
)

ケ
当
ブ
ル
点
検
ロ
ボ

長
崎
大
な
ど
が
開
発

女
神
大
橋
、
報
道
陣
に
公
開

長
崎
大
な
ど
が
、
斜
張
橋
の

ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
状
況
を
リ
モ

コ
ン
操
作
で
確
認
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
を
共
同
開
発
し
、
1
 
9
目
、
長

崎
港
に
架
か
る
女
神
大
橋
(
全

長
約
1
.
 
2
9
〇
㍍
)
で
報
道
機

関
向
け
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
っ
た
。
開
発
を
主
導

し
た
同
大
の
山
本
郁
夫
教
授

(
シ
ス
テ
ム
工
学
)
は
「
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
が
日
本

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
∵
ロ
ボ

ッ
ト
の
効
果
を
実
証
し
、
全
国

展
開
で
き
れ
ば
」
と
し
て
い
る
。

長
崎
大
な
ど
が
開
発
し
た
占
穣
ロ
ボ
ッ
ト
(
垂
訓
)
。
写
真
中
央
の
ケ
ー
ブ
ル
で
、

実
際
に
動
か
し
点
検
し
た

=
長
崎
市
l
 
、
女
神
大
橋

国
土
交
通
省
は
2
0
1
4

年
、
全
長
2
㍍
以
上
の
橋
は
す

べ
て
5
年
に
l
回
「
近
接
目
視
」

す
る
よ
う
省
令
を
改
正
。
県
道

路
公
社
は
今
年
9
月
に
女
神
大

橋
に
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル

点
検
の
入
札
を
実
施
し
、
同
大

な
ど
と
ロ
ボ
ッ
ト
を
共
同
開
発

し
て
い
た
建
設
コ
ン
サ
ル
の
長

大
(
東
京
)
が
3
7
〇
〇
万
円

で
落
札
し
た
。

女
神
大
橋
は
、
地
上
約
ュ
7

合
い
、
予
算
を
審
議
す
る
。

初
会
合
で
、
事
務
局
は
五
つ

の
会
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
都

市
の
役
割
や
若
者
の
役
割
な
ど

ぼ
す
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
に

し
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

平
和
首
長
会
議
は
核
兵
器
廃

絶
に
賛
同
す
る
都
市
で
つ
く
る

〇
㍍
の
塔
か
ら
斜
め
に
張
っ
た

ケ
ー
ブ
ル
を
橋
桁
に
つ
な
ぎ
支

え
る
斜
張
橋
。
橋
の
劣
化
状
況

は
年
ュ
回
点
検
し
て
い
た
が
、

ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
望
遠
鏡

を
使
っ
た
「
遠
望
目
視
」
で
対
応

す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
ゝ
ケ
『

占
ポ
ッ
ト
は
フ
レ
ー
ム
で
ケ

ー
ブ
ル
を
囲
い
、
プ
ロ
ペ
ラ
の

浮
力
で
昇
降
す
る
仕
組
み
。
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
で
ケ
ー
ブ
ル
を
3

.
 
6
〇
度
撮
影
で
き
、
補
助
輪
も

あ
る
た
め
強
風
に
強
い
。
実
際
の

点
検
は
1
 
1
居
中
に
完
了
し
て
お

り
、
同
公
社
は
「
緊
急
対
応
が

必
要
な
劣
化
は
な
か
っ
た
」
と

し
て
い
る
。

(
緒
方
秀
一
郎
)
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